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第4章　　介護ロボット等モニター調査事業
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モ ニ タ ー 調査 協 力 施 設 の 声

　機器事業者・団体 モニター調査協力施設

モニター調査の概要

モニター調査の結果機器の概要

避することができた点は非常に良かった。
また、管理PCよりバイタル異常のアラートが
鳴ることでバイタルの急な低下に気づくことがで
き、医療機関の受診につなげることができた点も
優れていると
感じ、利用す
る上で高い効
果を期待でき
ると考える。

＜調査結果A＞　
【コロナ環境下での非接触でバイタルデータ取得に貢献】
弊社機器を導入後、施設でコロナ患者が多数発
生する事案（クラスター）が発生。その際に、通常の
オペレーションであれば個人防護具（PPE）を装備
し、1日4回の検温等のバイタルデータを取得する決
まりになっており、平常時に比べ業務負荷の増加や
介助スタッフの感染リスクの危険性が高まることが
懸念されていた。しかし弊社製品を活用することで、
コロナ禍の環境でも「非接触」で4つのバイタルが
自動取得され管理PCへ集約されるので、スタッフの
業務軽減、並びに感染リスクの軽減に大きく貢献で
きた。
＜調査結果B＞
【腕の細い方への血圧測定に貢献】
従来は腕の細い利用者の方の血圧や脈拍測定を

行う際に、機器のエラーが多発し何度も測定を行わ
なければ結果が得られなかったが、弊社製品では腕
の細い方でもスムーズにバイタル測定を行うことが
でき業務軽減に繋げることができた。

＜調査結果C＞
【見た目では気付けないバイタル異常の早期発見に貢献】
24時間2分おきに、脈拍の自動モニタリングを行

う弊社機器を使用することで、通常のバイタルチェッ
クでは気づくことができなかった「脈拍上限異常」が
検出でき、早期に医師の診察を行うことができた。

管理用PCを確認する職員

今回、モニター調査として約2カ月間、この事
業に参加させていただいた。
機器を着用しているだけで4バイタルが自動

で測定が可能なため、毎回測定することによる
精神的な負担が軽減された。開始時は違和感が
あるが、使用しているうちに日常化して違和感な
く使用できるようになった。
感染症発生による居室での対応が必要となっ

た場合、管理PCの画面を見るだけでバイタルの
値を把握し、異常の有無を確認でき、また、陽性
となった方のバイタル測定による感染リスクを回

毎回バイタル測定する精神的負担が軽減

■特別養護老人ホーム　ラスール坂下
　塚原 通仁

弊社システム機器は、利用者に専用のバイタル
ウォッチを装着いただくだけで、利用者の24時間4
つのバイタルデータを自動モニタリングすることが
出来る世界初のオンライン自動モニタリングシステ
ムである。
これにより、取得したバイタルデータ等に異常を
検知した場合にはアラートとして専用PCへ通知さ
れるため、「医療・介護従事者の労務軽減」「利用者
の重症化を未然に防ぐ」等の効果が期待される。
今回モニターにご協力いただいた施設は、ユニッ

ト型の特別養護老人ホームで2階にご入居いただ
いている合計4ユニット40名の内、半数に当たる2
ユニット20名に弊社ウォッチを装着いただき、残り
の20名は通常通りの介護環境で製品の比較テスト
を実施した。調査期間は12月中旬から翌年1月末日
までの約1月半であったが、環境的には新型コロナ
ウイルスの第8波渦中であったため、特に非接触で
の自動バイタル測定の有用性という観点において
は良い環境下でモニター調査を行うことができた。
実際に弊社システムをご利用いただくことで、利用

者ならび に医療介護従事者の皆さまにその必要性
を感じ ていただき、メリット及びデメリット、要望等を
今後の製品の研究・開発に繋げ ていくことが ねらい
である。

医療・介護従事者の労務軽減
利用者の重症化防止効果を期待

弊社製品は施設に入居されている高齢者を対象
とした「オンライン自動モニタリングシステム」であ
る。利用者には弊社開発のバイタルウォッチを装着
いただくだけで、「脈拍」、「血圧」、「体温」、「酸素
濃度」を24時間自動測定し、専用PCへ取得した複
数名のバイタルデータを吸い上げ一括管理すること
ができる。もし取得したバイタルデータに異常値が
検出された場合はアラートとして専用PCで音声及
びテキストにて注意喚起が表示され、職員の労務軽
減や利用者の重症化を未然に防ぐことができる。
※ 本製品はヘルスケア機器であり、医療機器では
ありません。

脈拍・血圧・体温・酸素濃度を
24時間自動測定、一括管理

新型コロナ禍での非接触バイタルデータ取得・
管理が業務軽減、感染リスク軽減に貢献

■社会福祉法人湖星会
　特別養護老人 ホームラスール坂下
〒969-6531　 福島県河沼郡会津坂下町字

上口488-1

株式会社バイタルヴォイス
〒719-1106　岡山県総社市泉15-44 2F
Tel: （0866）31-5775
HP: https://vitalvoice.jpオンライン自動モニタリングシステム「つながるくん」見守り支援

腕時計型センサ装着によるバイタルデータ
自動モニタリングシステムの効果検証

案件番号
04-C09

＜調査結果A＞における発熱アラート（専用PC画面）

＜調査結果C＞における脈拍上限異常アラート及び処置記録
（専用PC画面）

バイタルウォッチの特徴

介護施設でのモニター運用図

バイタルウォッチ装着時の様子

居室内に設置した専用受信機
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